
 

 

 
 
 
 
 

・一緒に眼科に行ってあげてください。眼科では視力だけではなく黒目の大きさやカーブ

などの形状、角膜の状態、涙の量などを調べて、合うレンズの処方が決まります。 

・ソフトやハード、使い捨てや頻回（２週間）交換タイプ、定期（1 ヶ月～３ヶ月）交換

タイプ、レンズの寿命が来るまで使うもの、治療用などの様々な種類があります。素材

によっても、酸素透過性などの特徴に違いがありますので、お子さんの目に合ったレン

ズを眼科医と相談して決めてください。 

・使い捨てタイプはレンズケアが不要ですが、一度はずしたレンズは再装用しないで必ず

捨ててください。 

・定期・頻回交換タイプは開封してからの期間を守ることが大切です。 

開封した後、しばらく使用していなくても期間がきたら必ず捨ててください。 

・カラーコンタクトレンズは、素材の特性上目が酸素不足になりやすいものが多く、注意

が必要です。視力補正の必要がない場合も、必ず眼科を受診してください。 
 

 

・自分でつけはずしや手入れができることに、しっかり慣れるまでは大人が手伝ってあげ

てください。 

■レンズケアの基本 

・レンズに触る前は必ず石鹸で手を洗う。 

・レンズケースは毎回きれいに洗浄し、乾燥させておく。 

※レンズケースも定期的に交換してください。 

・はずしたレンズは丁寧にこすり洗いして清潔を保つ。 

・保存液は毎回交換する。 

・装用時間を正しく守り、就寝中もはめたままにするタイプのレンズ以外は、つけたま 

ま寝ていないか気をつけてあげましょう。 

・使い捨てレンズは目からはずしたら、必ず捨ててください。 

・お友達との使い回しや、お友達にあげることは絶対にダメと伝えてあげてください。 

正しく使用できているか大人が注意してあげてください 

コンタクトレンズは高度管理医療機器です！ 
コンタクトレンズは、目の中に直接入れて使用することから、心臓ペースメー

カーと同様に、「副作用又は機能の障害が生じた場合に、人の生命及び健康に

重大な影響を与えるおそれがあることから適切な管理が必要なもの」とされて

いる高度管理医療機器です。使用にあたっては、必ず眼科医の検査・処方を受

け、取扱いや目の状態に十分注意しましょう。 

子どもの目に合った適正なレンズを選んでください 



 
 

・間違った使い方をしていると目の障がいが起こります。 

■ こんな症状や仕草をしていませんか？ 

～お子さんは異常を伝えられない場合があります～ 

充血、目やに、まばたきの回数（増加）、涙が増える、眩しがる、 

目をしょぼしょぼする、目を細める仕草（視力低下の恐れ） 

・カラーコンタクトレンズは目に色素が沈着する場合があります。注意して見てあげてく

ださい。 

 
 

・気づかないうちに目のトラブルを抱えているかもしれません！ 

異常がなくても定期的に、トラブル時はすぐに受診を。 

・目の状態だけではなく、レンズの状態（肉眼的に欠けや破損など）にも注意して受診し

てください。 

・薬局・ドラッグストアなどで目薬を購入する時は、必ず薬剤師に相談してください。 

※コンタクトレンズを装用したままでは点眼できない目薬があります。 

・薬剤師にコンタクトレンズケア用品についても相談できます。お気軽にご相談ください。 

 

 

・コンタクトレンズは高度管理医療機器です。インターネットでの購入は便利な方法です

が、利用者に眼障がいが多いことが指摘されています。レンズの違いは度数だけではあ

りません。 

・自分では問題ないと思っていても、眼障がいが起こっていたり、レンズが合っていない

場合もあります。 

■ 次の点に必ず注意してください。 

・必ず眼科医の診察を受けてください。 

・度数が同じでもメーカーによりフィット感が異なることがあります。 

・定期的に眼科を受診し、医師の指示に従ってください。 

・購入後、違和感がある場合はすぐに眼科を受診してください。 

 

 

・コンタクトレンズの添付文書（取扱説明書）には、注意事項等重要な内容が書かれてい

ます。子どもたちの適正な使用のために必ず読んでから、ご使用ください。 

 

添付文書（取扱説明書）を読んでください 

子どもの目の状態に気をつけてください 

定期的な眼科受診と目のトラブルがあるときは必ず眼科に 

インターネットで購入することについて 


